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東松島市は、政府から「ＳＤＧｓ未来
都市」に選定されています。

東松島市は、環境省「第 1回
脱炭素先行地域」に選定され
ました。

議会映像は
ここから
チェック！

第３回ひがしまつしま写真コンテスト最優秀賞作品　「稲ヶ崎　春波音」　撮影者：加藤　文吉

東松島市
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令和７年12月１日発行



一般会計
歳出（支出）
254億円
6,567万円

民生費
69.2億円
27.2%

衛生費
16.3億円　6.4%

労働費
0.2億円　0.1%

農林水産業費
20.0億円 
7.8%

商工費
4.2億円　1.6%

総務費
33.6億円
13.2%

土木費
40.1億円
15.8%

議会費　1.7億円　0.7％

教育費
37.0億円
14.5%

消防費
16.1億円　6.3%

公債費
16.2億円　6.40%

市の財政状況は？

財政力指数

0.46
数値が高いほど自主財
源の割合が高く、財政力
が高い。
令和 5年度は 0.45。

財政力は？

経常収支比率

94.0％
数値が高いほど財政状
況が悪い。
令和 5年度は 93.2％。

余力は？

実質公債費比率

8.6％
25.0％以上は財政健全
化計画を作成しければ
なりません。
令和 5年度は 9.6％

借入金の
負担度は?

（3ヵ年平均）

議会に上程された全ての議案の
議決結果については、市議会HP
に掲載しております。

●議案等の上程件数　17件
＜内訳＞
　決算　　　　５件
　補正予算　　５件
　人事　　　　２件
　条例　　　　３件
　その他　　　２件

どう使われた!?
東松島市のお金は
９月に開催される議会は、前年度の決算を審査し、
認定を行う「決算議会」と言われます。 令和７年

第３回定例会

　令和７年第３回定例会は、
９月９日から10月10日までの
32日間の会期で行いました。
　令和６年度決算の認定や補
正予算の審議等が行われ、す
べて全会一致で原案のとおり
可決しました。

人
事
に
関
す
る
議
案

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　
現
人
権
擁
護
委
員
の
伊
藤
美
也
子
氏
と
鹿
野

義
博
氏
を
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

※�金額は百万円以下を、%は小数点第３位以下を四捨五入しているため合計が
一致しない場合があります。
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令和6年度一般会計外4会計の
決算について全てを認定
　令和６年度一般会計決算では、歳出決算額が前年度比15億8，800万円減の254億6，567万4，318円
となりました。
　令和６年度一般会計及び各特別会計の歳入歳出決算書等について、監査委員から審査意見書の提出が
あり、いずれも正確で財務事務に関する執行、予算の執行状況についてもおおむね適正であると認めら
れました。また、令和６年度下水道事業会計も適正と認められました。

　令和６年度の一般会計外４会計の決算審査を令和６年度決算審査特別委員会に付託
され、９月９日から10月８日までの日程で、第１分科会、第２分科会の２分科会で、
所管に属する事業内容と歳入歳出決算を慎重審査し、10月６日には９か所の現地調
査も実施した。
　付託議案である令和６年度一般会計歳入歳出決算、国民健康保険特別会計歳入歳出
決算、後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算、介護保険特別会計歳入歳出決算及び下
水道事業会計決算は、全て認定と全員一致で可決した。

令和６年度決算審査特別委員会　委員長報告

▲委員長報告を行う
　阿部令和６年度決算審査特別委員会委員長

議員が着目した現場はこちら！

▲鷹来の森運動公園避難退域時検査場所の整備状況を確認

▲津波避難タワーの整備状況を確認

▲道の駅東松島の整備及び運営状況を確認

▲矢本運動公園体育館の整備状況を確認
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可決した議案
９月定例会　可決議案
諮問第　３号　人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
諮問第　４号　人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
議案第３６号　�東松島市職員の育児休業等に関する条例及び東松島市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を

改正する条例について
議案第３７号　�東松島市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例及び東松島市

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
議案第３８号　東松島市下水道条例等の一部を改正する条例について
議案第３９号　令和７年度東松島市一般会計補正予算（第２号）について
議案第４０号　令和７年度東松島市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について
議案第４１号　令和７年度東松島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について
議案第４２号　令和７年度東松島市介護保険特別会計補正予算（第２号）について
議案第４３号　令和７年度東松島市下水道事業会計補正予算（第１号）について
認定第　１号　令和６年度東松島市一般会計歳入歳出決算の認定について
認定第　２号　令和６年度東松島市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
認定第　３号　令和６年度東松島市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
認定第　４号　令和６年度東松島市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
認定第　５号　令和６年度東松島市下水道事業会計歳入歳出決算の認定について
議案第４４号　令和６年度東松島市下水道事業会計未処分剰余金の処分について
議案第４５号　訴えの提起について

分科会審査の内容の一部をご紹介します。
防犯対策推進事業
概要　犯罪のないまちをつく
るため、市民の防犯意識の向
上と犯罪が発生しにくい環境
をつくる。
問　防犯灯の新設並びに防犯カ
メラ設置の場所は。
答　令和６年度に新設した防犯
灯の設置場所について。
①赤井字川前四番地内②赤井字
川南地内③小松字堰の内地内④
小松字里前地内⑤矢本字南浦地
内⑥小野字中央地内
　防犯カメラの設置場所につい
て。
①ＪＲ矢本駅駐輪場（３基）
②ＪＲ東矢本駅北側広場（１基）
③ＪＲ陸前小野駅駐輪場（２基）
④ＪＲ野蒜駅（２基）
⑤ＪＲ東名駅駐輪場（１基）

子育て支援センター事業
概要　これから親になる方や子育て中
の親子を対象に、育児に関する相談や
情報提供、各種子育て講座を開催する
ことにより、子育てに関する不安軽減
を図り、安心して子どもを産み育てら
れる環境を整える。
問　ファミリーサポートセンター事業に
ついて、登録者数及び利用件数ともに増
加しているが、協力会員の呼びかけの対
応は。
答　登録者数等を増やすため、赤ちゃん
講座や初来館者への説明を行っているほ
か、ファミサポ活動報告誌「ねっぱす」
に体験談を掲載したり、市報・子育て通
信・館内のポスターにて会員募集を行っ
ている。
　また、子育て支援センター内で援助活
動が行われる際には、協力会員にファミ
サポ名札を身に着けてもらい、遊びに来
ている親子に周知している。

鳥獣被害対策事業
概要　有害鳥獣の駆除及び捕
獲支援を行うことで、農業生
産における農作物への被害軽
減と生産安定を図る。
問　トレイルカメラに関して、
どのような活用効果があったの
か。
答　トレイルカメラの設置によ
り、イノシシをはじめとする鳥
獣の生息及び行動確認ができた。
狩猟免許所有者がわなを仕掛け
た際には、映像からエサの撒き
方や設置場所の微調整などを行
い捕獲することができたことか
ら、カメラの設置効果があった
と認識している。
　また、イノシシ３頭を捕獲し
たことにより、個体数の軽減を
図ることができたと評価してい
る。
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東松島市第２次総合計画後期基本計画まちづくりの方向性別目次
１　産業と活力のある住みたくなるまち
農業振興策について� 佐藤　雄則 P  6
「東松島市ブランド」の創設について� 佐藤　雄則 P  6
二地域居住先導的プロジェクト実装事業について� 佐藤　雄則 P  6
クマ・シカ・イノシシ等の被害、出没に対する安全対策について� 五野井　敏夫 P  7
㈱東松島観光物産公社の経営に対して市長の見解を伺う� 五野井　敏夫 P  7
特別名勝松島の規制緩和について� 渡邉　克己 P  9
宮戸から野蒜駅間の交通環境の整備について� 渡邉　克己 P  9
有害鳥獣駆除対策について� 渡邉　克己 P  9
新しい地方経済・生活環境創生交付金（いわゆる第２世代交付金）の活用について� 井出　方明 P  9
浜市漁港について� 千葉　信哉 P10
滝山公園について� 千葉　信哉 P10
「道の駅東松島」の営業状況と更なる利用者を増やす施策について� 熱海　千鶴 P11
ブルーインパルス退役機設置について� 福田　敬一 P12
東松島夏まつり及び松島基地航空祭について� 福田　敬一 P12
２　子育てしやすく誰もが健康で安心して暮らせるまち
国際交流の新たな展開を� 齋藤　　徹 P  7
新子育て支援センターの設置について� 浅野　直美 P  8
２歳児以下保育料の無償化について� 浅野　直美 P  8
人口減少対策について� 土井　光正 P  8
保育事業について問う� 阿部　秀太 P11
子ども・若者支援策について� 櫻井　政文 P12
３　次世代を担う人材を育む学びと文化・スポーツのまち
中学校部活動の地域移行について� 五野井　敏夫 P  7
読書立国という言葉について� 大橋　博之 P10
小中学校のプール利用と水泳指導等について� 熱海　千鶴 P11
小・中学校の学力低下対策を問う� 櫻井　政文 P12
４　災害に強く安全で快適で美しいまち
７月 30日の避難体制について� 千葉　修一 P  6
安全対策について� 千葉　修一 P  6
三陸沿岸自動車道通行料無償化について� 浅野　直美 P  8
カムチャツカ大地震による津波警報発表に伴う対応について� 土井　光正 P  8
今夏の猛暑の影響について� 土井　光正 P  8
核燃料税交付金について� 井出　方明 P  9
夜間のバイクの騒音について� 千葉　信哉 P10
５　持続可能な行財政運営が図られ市民から信頼されるまち
米軍主催訓練での本市の対応について� 齋藤　　徹 P  7
自衛隊松島基地との共存共栄及び連携について� 井出　方明 P  9
市制施行 20周年の議会史への予算付けはいかに� 櫻井　政文 P12

一 般 質 問

※質問した議員は責任をもって原稿を作成しています。

14議員が市政をただす
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千葉　修一 議員

７
月
30
日
の
避
難
体
制
に
つ
い
て

の
確
保
を
行
い
、
多
数
の
避

難
者
の
受
け
入
れ
に
対
応
可

能
な
体
制
を
整
え
た
。
さ
ら

に
、
今
回
の
市
民
の
避
難
行

動
の
把
握
と
検
証
結
果
を
踏

ま
え
、
遠
地
地
震
発
生
時
の

対
応
を
含
め
た
、
津
波
注
意

報
及
び
津
波
警
報
時
に
お
け

る
自
主
避
難
者
へ
の
対
応
事

項
を
新
た
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

追
加
し
た
。

２
件
目

　
　

安
全
対
策
に
つ
い
て

　
　

危
険
箇
所
の
共
有
、
合

同
点
検
を
実
施
し
、
改
善
を

行
っ
て
い
る
。
な
お
、
市
道

等
に
隣
接
す
る
側
溝
や
水
路

に
お
い
て
、
道
路
と
の
高
低

差
や
水
路
幅
な
ど
の
現
場
条

件
に
よ
り
判
断
し
、
転
落
防

止
柵
等
の
設
置
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
。
ま
ず
は
、
農

業
用
排
水
路
へ
の
立
ち
入
り

禁
止
を
啓
発
す
る
看
板
を
設

置
し
て
い
く
。

問答

１
件
目

　
　

自
主
避
難
さ
れ
た
方
の

受
入
体
制
は
。

　
　

本
市
で
は
、
津
波
予
想

高
３
メ
ー
ト
ル
以
下
の
津
波

警
報
ま
で
の
津
波
は
、
防
ぐ

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
伴
い
、
令
和
５
年
９

月
に
新
た
な
津
波
避
難
計
画

を
策
定
し
て
い
る
。
津
波
注

意
報
及
び
津
波
警
報
時
に

は
、
地
域
避
難
所
を
開
設
せ

ず
、
防
潮
堤
よ
り
海
側
に
い

る
方
を
対
象
に
避
難
指
示
を

出
す
こ
と
と
し
て
い
る
。
本

市
の
津
波
避
難
計
画
で
は
、

３
メ
ー
ト
ル
以
下
の
津
波
警

報
ま
で
は
、
避
難
指
示
を
発

令
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
た

が
、
市
民
等
が
自
主
避
難
を

始
め
た
こ
と
か
ら
、
本
市
の

避
難
所
開
設
に
準
じ
た
職
員

配
置
及
び
夜
間
の
交
代
職
員

問答

▲安全柵等の設置が望まれる水路

対
応
事
項
を
新
た
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
追
加

問
答

１件目　７月 30日の避難体制について
２件目　安全対策について

佐藤　雄則 議員

二
地
域
居
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

振
興
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

本
市
と
し
て
の
Ｊ−

ク

レ
ジ
ッ
ト
の
認
識
に
つ
い
て
。

　
　

脱
炭
素
先
行
地
域
に
選

定
さ
れ
て
い
る
本
市
と
し
て
、

宮
城
県
と
一
体
と
な
り
、
脱

炭
素
の
取
組
と
、
持
続
可
能

な
循
環
型
農
業
の
推
進
に
努

め
る
。

２
件
目

　
　
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」
の

必
要
性
、
認
識
に
つ
い
て
。

　
　

本
市
の
魅
力
で
あ
る
観

問答問答

光
や
農
水
産
物
、
自
然
、
歴

史
、
人
物
な
ど
の
強
み
、
イ

メ
ー
ジ
の
認
知
度
を
高
め
、

「
食
・
人
・
モ
ノ
」
を
地
域

経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る

た
め
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」
は

必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　

東
松
島
市
公
認
ブ
ラ
ン

ド
認
定
制
度
創
設
に
つ
い
て
。

　
　

東
松
島
市
と
し
て
公
認

ブ
ラ
ン
ド
の
認
定
制
度
創
設

の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。

先
進
事
例
な
ど
情
報
収
集
を

行
い
検
討
し
て
い
く
。

３
件
目

　
　

二
地
域
居
住
モ
デ
ル
地

域
に
選
定
さ
れ
た
意
義
、
目

的
に
つ
い
て
。

　
　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
に
対
応
す
る
た
め
、
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
を
実
現

す
る
重
要
な
意
義
が
あ
る
。

二
地
域
居
住
者
の
移
住
・
定

住
へ
の
ス
テ
ッ
プ
や
、
関
係

人
口
創
出
に
よ
る
地
域
経
済

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
、

空
き
家
等
の
有
効
活
用
に
繋

げ
て
い
き
た
い
。

問答問答

１
件
目

　
　

米
価
高
騰
に
お
け
る
米

価
安
定
策
に
つ
い
て
。

　
　

主
食
用
米
と
戦
略
作
物

及
び
高
収
益
作
物
を
組
み
合

わ
せ
た
水
田
活
用
を
推
進
し
、

米
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
と
価
格

安
定
対
策
を
講
じ
、
農
業
の

問答

▲「二地域居住」推進、相談受入支援体制を構築

持
続
可
能
な
地
域
作
り
に
重
要
な
事
業

問
答

１件目　農業振興策について
２件目　「東松島市ブランド」の創設について
３件目　二地域居住先導的プロジェクト実装事業につ
　　　　いて

6
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五野井敏夫 議員

齋藤　　徹 議員

教
育
、市
政
の
運
営
を
問
う

米
軍
主
催
訓
練
で
の
本
市
の
対
応
は

の
確
保
は
、
大
き
な
課
題
で

あ
る
。
多
方
面
か
ら
支
援
を

期
待
し
て
い
る
。
本
市
で
は
、

先
進
事
例
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
令
和
10
年
度
ま
で
の
実

施
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

い
る
。

２
件
目

　
　

ク
マ
、
シ
カ
、
イ
ノ
シ

シ
等
の
被
害
、
出
没
に
対
す

る
安
全
対
策
に
つ
い
て
。

　
　

令
和
６
年
度
の
被
害
額

が
63
万
３
千
円
で
人
的
被
害

は
な
し
で
あ
る
。
市
の
対
応

策
と
し
て
は
、
出
没
情
報
が

寄
せ
ら
れ
た
際
は
、
関
係
機

関
や
警
察
署
と
連
携
し
対
応

問答

治
体
を
含
め
騒
音
苦
情
は
な

か
っ
た
。

　
　

訓
練
に
対
し
て
市
は
ど

の
よ
う
な
要
望
・
要
請
を
し

た
の
か
。

　
　

市
と
し
て
、
深
夜
や
早

朝
、
土
日
の
訓
練
は
行
わ
な

い
こ
と
、
安
全
飛
行
、
騒
音

低
減
、
市
民
生
活
の
安
全
確

保
に
つ
い
て
要
望
し
、
訓
練

期
間
中
の
連
絡
体
制
の
構
築
、

騒
音
監
視
を
目
的
と
し
た
騒

音
測
定
器
の
増
設
を
要
請
し
、

実
施
し
た
。

問答

す
る
。
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
、

県
猟
友
会
石
巻
支
部
の
協
力

を
得
て
対
応
す
る
。
ま
た
、

狩
猟
免
許
取
得
に
対
す
る
補

助
金
制
度
は
な
い
。

３
件
目

　
　

㈱
東
松
島
観
光
物
産
公

社
の
経
営
に
対
し
市
長
の
見

解
を
伺
う
。

　
　

道
の
駅
等
指
定
管
理
を

行
っ
て
い
る
が
、
長
期
的
視

点
で
経
営
状
況
を
評
価
し
、

㈱
東
松
島
観
光
物
産
公
社
の

早
期
の
累
積
赤
字
の
解
消
に

向
け
収
支
改
善
、
他
実
施
事

業
の
安
定
運
営
に
努
め
て
い

く
。

問答

２
件
目

　
　

外
国
人
労
働
者
の
生
活

相
談
体
制
、
共
生
の
仕
組
み

づ
く
り
等
を
ど
の
よ
う
に
整

備
す
る
の
か
。

　
　

令
和
７
年
９
月
１
日
現

在
の
住
民
登
録
を
し
て
い
る

外
国
籍
の
方
は
２
１
０
世

帯
、
２
２
８
人
と
な
っ
て
お

り
、
昨
年
度
と
比
較
す
る
と
、

85
世
帯
42
人
増
加
し
て
い
る
。

本
市
と
し
て
も
各
担
当
部
署

が
窓
口
と
な
っ
て
対
応
し
て

い
る
が
、
今
後
は
、
増
加
傾

向
に
あ
る
外
国
人
居
住
者
に

対
し
、
地
域
社
会
に
馴
染
め

る
よ
う
、
生
活
相
談
に
対
応

す
る
窓
口
を
設
置
し
、
共
生

の
仕
組
み
を
整
備
し
て
い
く
。

　
　

新
た
に
国
際
交
流
実
施

の
考
え
は
。

　
　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国

バ
ン
ダ
・
ア
チ
ェ
市
と
の
協

定
の
再
締
結
や
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

か
ら
、
タ
イ
王
国
の
地
方
都

市
と
の
自
治
体
間
交
流
の
打

診
を
受
け
て
い
る
。

問答問答

１
件
目

　
　

国
の
方
針
に
よ
り
本
市

に
お
い
て
、
令
和
４
年
度
か

ら
段
階
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
聞
く
が
、
生
徒
、
教
員
、

学
校
側
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
。
ま
た
、

指
導
者
の
確
保
は
万
全
か
。

全
面
移
行
は
い
つ
頃
か
。

　
　

現
在
は
、
地
域
移
行
か

ら
地
域
展
開
と
名
称
が
変
更

さ
れ
て
い
る
。
少
子
化
の
影

響
に
よ
る
休
部
・
廃
部
を
考

慮
し
た
際
、
地
域
展
開
で
希

望
す
る
活
動
を
選
択
で
き
る
。

専
門
的
な
指
導
が
教
授
可
能

で
、
学
校
を
超
え
た
仲
間
と

連
携
が
で
き
、
教
員
学
校
側

と
し
て
は
、
以
前
よ
り
増
し

た
指
導
体
制
の
改
善
等
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
、
学
校

単
位
の
連
帯
や
多
様
な
教
育

的
効
果
が
薄
れ
る
。
指
導
者

問答

１
件
目

　
　

松
島
基
地
で
実
施
し
た

訓
練
で
、
市
民
、
周
辺
自
治

体
か
ら
の
苦
情
の
有
無
は
。

　
　

訓
練
実
施
に
先
立
ち
、

庁
内
各
部
署
、
関
係
機
関
、

自
治
会
に
対
し
て
情
報
共
有

と
本
市
対
応
に
つ
い
て
事
前

に
説
明
し
て
お
り
、
周
辺
自

問答

▲中学校部活動地域移行は万全か

▲米軍戦闘機展開訓練が実施された航空自衛隊松島
基地

場
面
ご
と
に
関
係
機
関
と
連
携
実
施
す
る

各
部
署
、関
係
機
関
で
情
報
共
有
し
た

問

問

答

答

１件目　中学校部活動の地域移行につ
　　　　いて
２件目　クマ・シカ・イノシシ等の被
　　　　害、出没に対する安全対策に
　　　　ついて
３件目　㈱東松島観光物産公社の経営
　　　　に対して市長の見解を伺う

１件目　米軍主催訓練での本市の対応について
２件目　国際交流の新たな展開を
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浅野　直美 議員

新
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
を
提
案

用
増
で
手
狭
と
な
っ
て
お
り
、

新
設
等
の
検
討
が
必
要
で
あ

る
が
多
額
の
予
算
を
要
す
る

た
め
、
国
の
補
助
に
県
の
上

乗
せ
を
求
め
財
源
確
保
に
努

め
て
い
る
。
統
合
新
設
は
財

源
の
目
途
が
立
っ
た
段
階
で

検
討
す
る
。
屋
内
遊
戯
施
設

の
整
備
に
つ
い
て
は
他
自
治

体
を
参
考
に
し
、
財
政
力
に

応
じ
た
施
設
規
模
を
研
究
し

て
行
く
。

２
件
目

　
　

三
陸
沿
岸
道
路
鳴
瀬
奥

松
島
Ｉ
Ｃ
～
仙
台
港
北
Ｉ
Ｃ

問

間
の
無
償
化
や
割
引
拡
充
を

要
望
し
市
民
の
利
便
性
向
上

を
。

　
　

三
陸
沿
岸
道
路
の
柔
軟

な
料
金
制
度
は
市
民
や
２
０

２
４
年
問
題
を
抱
え
る
運
送

業
の
負
担
軽
減
や
企
業
誘
致

に
も
効
果
が
あ
る
。
し
か
し

償
還
期
間
中
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
現
時
点
で
の
割
引
拡
充

措
置
や
無
償
化
は
困
難
と
の

県
の
回
答
で
あ
る
。
無
料
化

は
課
題
で
あ
る
が
、
多
方
面

に
お
い
て
も
非
常
に
有
意
義

で
あ
る
た
め
、
今
後
も
粘
り

強
く
要
望
を
続
け
働
き
か
け

て
い
く
。

３
件
目

　
　

２
歳
児
以
下
保
育
料
を

無
償
化
し
経
済
的
負
担
軽
減

を
国
へ
要
望
を
進
め
る
べ
き
。

　
　

一
部
自
治
体
は
独
自
に

無
償
化
を
実
施
し
て
い
る
が
、

自
治
体
間
格
差
は
望
ま
し
く

な
く
、
本
来
国
が
対
応
す
べ

き
。
今
後
も
市
長
会
等
を
通

じ
国
へ
要
望
し
て
い
く
。

答問答

１
件
目

　
　

本
市
に
は
２
か
所
の
支

援
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
が
、
利

用
増
や
夏
の
高
温
か
ら
屋
内

施
設
の
需
要
が
高
ま
り
新
設

が
必
要
で
あ
る
。
遊
戯
施
設

や
休
憩
交
流
機
能
を
備
え
、

多
世
代
が
集
え
る
施
設
と
す

る
こ
と
を
提
案
す
る
。

　
　
「
ほ
っ
と
ふ
る
」
は
利

問答

▲多くの市民が利用する三陸沿岸道路

▲親子がのびのび過ごせる施設を

必
要
で
あ
る
が
財
源
確
保
が
重
要
課
題

問
答

１件目　新子育て支援センターの設置につい
　　　　て
２件目　三陸沿岸自動車道通行料無償化につ
　　　　いて
３件目　２歳児以下保育料の無償化について

土井　光正 議員

津
波
の
避
難
体
制
の
周
知
を
万
全
に

明
し
周
知
す
る
。

２
件
目

　
　

若
者
の
結
婚
促
進
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
推
し
進
め

て
い
く
の
か
。

　
　

結
婚
を
希
望
す
る
方
へ

の
支
援
、
結
婚
に
伴
う
新
生

活
の
支
援
等
の
ほ
か
、
婚
活

イ
ベ
ン
ト
で
気
軽
に
参
加
で

き
る
取
組
を
す
す
め
る
。

３
件
目

　
　

猛
暑
時
で
の
学
校
体
育

授
業
（
水
泳
含
む
）
を
ど
の

問答問

よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

　
　

時
間
割
を
変
更
し
て
別

日
に
水
泳
の
学
習
等
を
設
定

す
る
な
ど
工
夫
し
、
必
要
な

授
業
時
数
を
確
保
す
る
。

　
　

物
価
高
騰
の
折
、
11
月

９
日
の
復
興
感
謝
祭
で
地
場

産
品
の
新
米
を
安
価
に
販
売

で
き
る
よ
う
提
言
す
る
。

　
　

広
く
市
民
に
行
き
渡
る

よ
う
会
場
で
整
理
券
等
を
発

行
し
安
価
で
の
販
売
を
検
討

す
る
。

答問答

１
件
目

　
　

自
主
避
難
者
の
避
難
所

へ
の
受
け
入
れ
対
応
は
適
切

で
あ
っ
た
か
。

　
　

自
主
避
難
者
が
多
く

な
っ
た
の
で
急
遽
、
市
内
17

箇
所
の
避
難
所
に
職
員
を
派

遣
し
対
応
し
た
。

　
　

津
波
警
報
以
下
で
は
避

難
所
を
開
設
し
な
い
こ
と
に

つ
い
て
は
、
丁
寧
な
説
明
に

よ
り
周
知
徹
底
す
べ
き
。

　
　

改
訂
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
地

域
懇
談
会
等
で
改
め
て
説
明

し
、
市
報
等
で
周
知
す
る
。

　
　

改
築
中
の
大
曲
小
学
校

へ
の
津
波
時
に
お
け
る
避
難

体
制
を
再
度
検
討
す
べ
き
。

　
　

今
回
の
津
波
を
踏
ま
え

授
業
中
の
生
徒
の
避
難
体
制

と
地
域
住
民
の
避
難
者
の
受

け
入
れ
に
つ
い
て
新
た
に
検

討
し
、
地
域
懇
談
会
等
で
説

問答問答問答

▲津波避難計画内のマニュアルに対応策盛り込む

自
主
避
難
者
へ
の
対
応
事
項
を
周
知

問
答

１件目　カムチャツカ大地震による津波警報発表に
　　　　伴う対応について
２件目　人口減少対策について
３件目　今夏の猛暑の影響について
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井出　方明 議員

渡邉　克己 議員

第
２
世
代
交
付
金
の
活
用
に
つ
い
て

特
別
名
勝
松
島
の
規
制
緩
和
に
つ
い
て

安
や
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
、

要
望
を
続
け
て
き
た
結
果
と

認
識
し
て
い
る
。
核
燃
料
交

付
金
に
つ
い
て
は
、
道
県
に

よ
り
格
差
が
生
じ
て
い
る
。

今
年
度
は
、
核
燃
料
税
交
付

金
の
増
額
や
、
対
象
事
業
を

地
域
振
興
及
び
福
祉
向
上
な

ど
に
も
拡
大
す
る
よ
う
、
県

知
事
に
対
し
要
望
し
て
い
く
。

３
件
目

　
　

松
島
基
地
と
の
共
存
共

栄
及
び
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

道
の
駅
東
松
島
へ
の
ブ

ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
常
設
展
示

問答

て
も
改
定
さ
れ
た
「
保
存
活

用
計
画
」
の
内
容
の
周
知
に

努
め
、
加
え
て
、
持
続
可
能

な
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
を

高
め
、
定
住
促
進
に
つ
な
が

る
体
制
づ
く
り
を
今
後
、
研

究
し
て
い
く
。

２
件
目

　
　

宮
戸
か
ら
野
蒜
駅
間
の

交
通
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
。

　
　

宮
城
県
が
主
体
と
な
り
、

本
年
10
月
７
日
か
ら
26
日
ま

で
の
土
・
日
・
祝
日
の
７
日

間
に
、
Ｊ
Ｒ
野
蒜
駅
と
宮
戸

地
区
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
タ

問答

事
業
費
の
寄
附
額
は
、
概
ね

目
標
に
達
し
て
お
り
、
実
現

可
能
な
状
態
で
展
示
し
て
い

く
。
道
の
駅
Ｖ
Ｒ
体
験
映
像

は
、
新
た
な
も
の
を
10
月
か

ら
公
開
で
き
る
よ
う
準
備
を

進
め
今
後
も
リ
ピ
ー
タ
ー
の

獲
得
に
つ
な
げ
て
い
く
。
９

条
交
付
金
の
増
額
に
努
め
な

が
ら
、
基
地
の
施
設
改
修
等

に
本
市
の
建
設
事
業
者
が
参

画
で
き
る
よ
う
、
防
衛
省
に

働
き
か
け
地
域
経
済
に
還
元

さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

ク
シ
ー
で
周
遊
す
る
実
証
実

験
が
行
わ
れ
る
予
定
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
実
証
実
験
の

結
果
を
踏
ま
え
、
交
通
環
境

の
整
備
に
係
る
二
次
交
通
の

導
入
に
つ
い
て
検
討
し
、
あ

わ
せ
て
過
疎
対
策
事
業
債
等

の
活
用
に
つ
い
て
も
、
具
体

的
に
検
討
し
て
い
く
。

３
件
目

　
　

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
に

つ
い
て

　
　

人
的
被
害
の
お
そ
れ
が

あ
る
ク
マ
・
イ
ノ
シ
シ
の
出

没
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
際
に

は
、
学
校
、
保
育
所
等
の
関

係
機
関
へ
情
報
提
供
を
行
い
、

市
の
防
災
行
政
無
線
、
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
お
い
て
情
報
発

信
を
行
う
と
と
も
に
、
石
巻

警
察
署
と
連
携
し
警
戒
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
、
目
撃
情
報
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
る
大
塚
・
中
下
・

浅
井
地
区
を
対
象
に
勉
強
会

を
10
月
中
に
開
催
す
る
予
定

と
し
て
い
る
。

問答

１
件
目

　
　

第
２
世
代
交
付
金
は
、

人
口
減
少
対
策
等
に
も
有
効

な
使
い
勝
手
の
良
い
交
付
金

で
あ
る
が
、
基
本
計
画
の
策

定
等
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ

ら
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

第
３
次
総
合
計
画
の
中

に
盛
り
込
み
、
人
口
減
少
対

策
や
、
農
林
水
産
業
へ
の
支

援
強
化
な
ど
に
、
当
該
交
付

金
を
前
向
き
に
活
用
し
て
い

く
。

２
件
目

　
　

原
子
力
発
電
施
設
等
立

地
地
域
の
振
興
に
関
す
る
特

別
措
置
法
で
、
財
政
を
支
援

す
る
範
囲
が
拡
大
さ
れ
本
市

も
含
ま
れ
た
。
核
燃
料
税
交

付
金
の
増
額
を
含
め
た
今
後

の
進
め
方
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

対
象
地
域
拡
大
に
つ
い

て
は
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
自
治
体
の
不

問答問答

１
件
目

　
　

規
制
緩
和
の
働
き
か
け

と
共
に
、
宿
泊
施
設
の
誘
致

の
考
え
を
伺
う
。

　
　

そ
れ
ま
で
の
「
特
別
名

勝
松
島
保
存
管
理
計
画
」
を

改
定
し
「
特
別
名
勝
松
島
保

存
活
用
計
画
」
を
定
め
、
以

前
よ
り
柔
軟
な
対
応
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
。
本
市
と
し

問答

▲航空自衛隊との連携により賑わいを見せた
　東松島夏まつり

▲野蒜ケ丘展望台から望む特別名勝「松島」

当
該
交
付
金
を
前
向
き
に
活
用
す
る

宮
戸
、野
蒜
地
区
の
保
存
活
用
に
意
欲

問

問

答

答

１件目　新しい地方経済・生活環境創生交付
　　　　金（いわゆる第２世代交付金）の活
　　　　用について
２件目　核燃料税交付金について
３件目　自衛隊松島基地との共存共栄及び連
　　　　携について

１件目　特別名勝松島の規制緩和について
２件目　宮戸から野蒜駅間の交通環境の整備
　　　　について
３件目　有害鳥獣駆除対策について
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千葉　信哉 議員

浜
市
漁
港
に
つ
い
て

早
期
に
災
害
復
旧
工
事
が
行

わ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
る
。

　
　

河
口
付
近
で
水
遊
び
を

す
る
人
達
へ
の
安
全
対
策
は
。

　
　

管
理
者
で
あ
る
国
土
交

通
省
へ
注
意
喚
起
の
立
て
看

板
を
設
置
す
る
よ
う
要
望
。

２
件
目

　
　

滝
山
公
園
内
の
ツ
ツ
ジ

に
ツ
タ
が
絡
ま
っ
て
見
苦
し

い
。

　
　

年
３
回
の
除
草
作
業
に

ツ
ツ
ジ
周
辺
の
ツ
タ
除
草
を

含
め
る
。

問答問答

　
　

公
園
南
東
側
の
樹
木
の

生
長
に
よ
り
、
景
観
が
損
な

わ
れ
て
い
る
の
で
伐
採
し
て

は
。

　
　

景
観
を
損
な
っ
て
い
る

樹
木
は
民
有
地
で
あ
る
た
め

市
と
し
て
の
対
応
は
難
し
い
。

見
晴
ら
し
の
良
い
既
設
の
展

望
台
を
活
用
し
て
市
内
を
眺

望
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

今
後
の
植
樹
等
、
公
園

整
備
の
計
画
は
。

　
　

枯
損
し
た
桜
の
植
替
え
、

北
側
階
段
沿
い
に
モ
ミ
ジ
の

植
樹
、
東
側
広
場
に
ア
ジ
サ

イ
、
山
頂
花
壇
に
パ
ン
ジ
ー
、

ビ
オ
ラ
、
葉
牡
丹
等
を
植
樹

し
、
四
季
折
々
の
草
花
を
楽

し
め
る
よ
う
管
理
す
る
。

３
件
目

　
　

宮
城
県
の
暴
走
族
根
絶

の
促
進
に
関
す
る
条
例
に
呼

応
し
た
本
市
の
対
策
は
。

　
　

東
松
島
市
防
犯
実
働
隊

に
よ
る
交
通
安
全
、
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。
石
巻
警

察
署
、
矢
本
交
番
に
対
し
、

取
り
締
ま
り
の
徹
底
を
要
請
。

問答問答問答

１
件
目

　
　

浜
市
漁
港
内
へ
の
砂
の

流
入
に
つ
い
て
、
管
理
者
と

し
て
の
市
の
見
解
は
。

　
　

国
、
県
と
連
携
し
て
漁

港
の
機
能
保
全
に
努
め
る
。

　
　

嵐
後
の
復
旧
に
向
け
た

対
応
は
。

　
　

各
管
理
者
と
連
携
し
、

問答問答

▲ＳＴОＰ！暴走行為。ダメ。ゼッタイ。

市
の
責
務
と
し
て
漁
業
者
を
守
る

問
答

１件目　浜市漁港について
２件目　滝山公園について
３件目　夜間のバイクの騒音について

大橋　博之 議員

読
書
立
国
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て

発
達
が
阻
害
さ
れ
る
と
い
う

論
文
が
出
て
い
る
点
に
つ
い

て
考
え
を
伺
う
。

　
　

多
く
の
方
が
警
鐘
を
鳴

ら
し
て
お
り
、
喫
緊
の
課
題

と
捉
え
て
い
る
。
小
中
学
校

を
対
象
と
し
た
教
育
講
演
会

を
実
施
す
る
と
と
も
に
「
東

松
島
市
子
ど
も
未
来
サ
ミ
ッ

ト
」
に
お
い
て
、
よ
り
よ
い

か
か
わ
り
方
に
つ
い
て
保
護

者
も
参
加
し
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
　

読
書
と
い
う
ア
ナ
ロ
グ

授
業
を
増
や
す
こ
と
は
可
能

か
。

答問

　
　

国
語
科
の
時
間
に
毎
時

間
教
科
書
を
読
む
ほ
か
、
授

業
で
取
り
上
げ
た
作
者
の
関

連
本
を
図
書
室
や
本
市
図
書

館
か
ら
借
り
て
読
む
活
動
や

朝
読
書
や
読
書
ま
つ
り
を
開

催
し
て
お
り
授
業
時
間
は
十

分
で
あ
る
。

　
　

幼
児
に
教
育
の
効
果
が

あ
る
と
い
う
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
へ
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　

東
松
島
市
ブ
ッ
ク
ス
タ

ー
ト
事
業
、
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ

ク
事
業
を
活
用
し
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

答問答

１
件
目

　
　

読
書
に
よ
り
学
力
向
上

に
つ
な
が
る
と
思
う
か
。

　
　

考
え
る
力
、
感
じ
る
力
、

想
像
す
る
力
、
表
現
す
る
力

の
す
べ
て
に
関
わ
る
も
の
で
、

確
か
な
学
力
向
上
を
下
支
え

す
る
も
の
と
し
て
重
要
と
考

え
る
。

　
　

古
典
・
歴
史
書
・
論
語

等
を
取
り
入
れ
成
果
を
上
げ

て
い
る
学
校
に
つ
い
て
は
。

　
　

朗
唱
暗
唱
撰
集
「
読
書

三
到
」
を
制
作
し
、
市
内
す

べ
て
の
小
中
学
生
に
一
冊
ず

つ
配
布
し
て
い
る
。
古
文
や

俳
句
、
論
語
に
親
し
め
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
声
に
出

し
て
読
む
朝
読
書
の
時
間
や

国
語
科
の
授
業
で
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
　

デ
ジ
タ
ル
端
末
を
利
用

す
る
時
間
が
長
い
ほ
ど
脳
の

問答問答問

▲読書の聖地「東松島市図書館」

児
童
生
徒
の
読
書
を
推
進
し
て
い
く

問
答

１件目　読書立国という言葉について
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熱海　千鶴 議員

阿部　秀太 議員

▲猛暑によりこれからの在り方が問われている屋外プール

１件目　小中学校のプール利用と水泳指導等について
２件目　「道の駅東松島」の営業状況と更なる利用者
　　　　を増やす施策について

保
育
事
業
は
な
ぜ
、い
ま
、民
営
化
か

プ
ー
ル
利
用
と
水
泳
指
導
等
に
つ
い
て

　
　

県
下
の
状
況
は
。

　
　

民
営
保
育
園
・
こ
ど
も

園
の
比
率
は
７
～
８
割
と
い

う
の
が
趨
勢
で
、
本
市
は
３

割
で
あ
る
。

　
　

何
が
変
わ
る
か
。

　
　

民
営
比
率
を
７
～
８
割

に
す
る
こ
と
で
、
市
の
持
ち

出
し
が
変
わ
る
。
公
営
で
は

施
設
整
備
費
・
運
営
費
と
も

に
す
べ
て
市
が
負
担
す
る
が
、

民
営
の
場
合
は
施
設
整
備
費

で
国
２
分
の
１
、
市
４
分
の

１
、
事
業
者
４
分
の
１
負
担
、

問答問答

と
老
朽
化
し
た
プ
ー
ル
の
建

て
替
え
に
つ
い
て
の
考
え
方

を
伺
う
。

　
　

全
国
的
な
プ
ー
ル
の
新

設
を
控
え
る
動
き
を
踏
ま
え

本
市
も
プ
ー
ル
の
建
て
替
え

は
せ
ず
、
既
存
の
プ
ー
ル
を

複
数
校
で
使
用
し
た
り
、「
ゆ

ぷ
と
」
を
活
用
し
て
い
く
。

２
件
目

　
　

道
の
駅
東
松
島
の
営
業

状
況
と
さ
ら
な
る
利
用
者
を

増
や
す
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答問

運
営
費
で
国
２
分
の
１
、
県

�

・
市
と
も
に
４
分
の
１
の
負

担
と
な
る
。
現
在
の
運
営
費

は
11
億
８
千
７
百
万
円
で
、

そ
の
う
ち
市
の
一
般
財
源
が

７
億
８
千
百
万
円
で
あ
る
。

　
　

そ
の
部
分
か
ら
一
定
額

の
財
源
が
生
ま
れ
る
が
、
こ

れ
を
職
員
の
待
遇
改
善
や
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
基
準

よ
り
も
職
員
を
多
く
配
置
し
、

ま
た
園
庭
な
ど
の
環
境
整
備

に
向
け
ら
れ
な
い
か
。

　
　

民
営
で
は
様
々
な
サ
ー

ビ
ス
が
可
能
と
な
る
。
職
員

に
つ
い
て
は
、
新
た
な
園
へ

の
採
用
や
市
役
所
内
へ
の
配

置
と
な
る
。

　
　

幼
保
小
連
携
に
つ
い
て
。

　
　

幼
保
の
年
長
組
か
ら
小

学
１
年
生
ま
で
の
「
架
け
橋

期
」
が
、
子
ど
も
の
育
ち
に

お
い
て
重
要
で
あ
る
。
今
年

度
よ
り
、
取
り
組
み
期
間
を

長
く
１
年
ず
つ
の
２
年
間
と

し
、
内
容
の
一
層
の
充
実
を

図
っ
て
い
る
。

問答問答

　
　

指
定
管
理
者
、
テ
ナ
ン

ト
業
者
と
共
に
本
市
の
魅
力

が
伝
わ
る
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発

や
特
産
品
の
充
実
な
ど
、
努

力
し
て
い
く
。

　
　

一
般
道
南
側
駐
車
場
と

三
陸
道
北
側
駐
車
場
の
交
互

交
通
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

要
望
が
多
い
こ
と
、
緊

急
搬
送
が
必
要
に
な
っ
た
際

に
人
命
に
関
わ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
国
土
交
通
省
等
関
係

機
関
に
要
望
し
て
い
く
。

答問答

１
件
目

　
　

い
つ
か
ら
、
ど
の
よ
う

に
進
め
る
か
。

　
　

令
和
９
年
４
月
か
ら
の

統
廃
合
・
移
行
を
め
ざ
す
も

の
で
、「
公
立
保
育
サ
ー
ビ

ス
在
り
方
検
討
会
議
」
を
経

て
、
議
会
に
示
し
、
保
護
者

等
へ
説
明
す
る
。

問答

１
件
目

　
　

全
国
的
な
猛
暑
に
よ
り

小
中
学
校
の
プ
ー
ル
を
利
用

し
た
水
泳
授
業
や
夏
休
み
の

プ
ー
ル
利
用
が
中
止
に
な
っ

て
い
る
が
本
市
の
利
用
状
況

は
。

　
　

本
市
も
猛
暑
の
影
響
で

中
止
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
日

も
あ
っ
た
が
９
月
末
ま
で
水

泳
指
導
を
延
ば
し
、
市
内
の

全
て
の
学
校
で
予
定
し
て
い

る
10
時
間
前
後
の
水
泳
指
導

日
数
を
確
保
す
る
見
込
み
。

　
　

暑
い
時
期
を
ず
ら
し
て

プ
ー
ル
指
導
を
し
て
は
ど
う

か
。

　
　

様
々
な
行
事
も
あ
る
こ

と
か
ら
容
易
で
は
な
い
が
、

他
の
自
治
体
の
水
泳
授
業
の

実
施
時
期
等
も
参
考
に
研
究

し
て
い
く
。

　
　

今
後
の
プ
ー
ル
の
利
用

問答問答問

▲子どもたちには人と木の木陰が必要という

民
間
活
力
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

安
全
面
に
配
慮
し
な
が
ら
行
っ
て
い
る

問

問

答

答

１件目　保育事業について問う
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櫻井　政文 議員

併
設
さ
れ
て
い
る
。
子
ど
も

や
若
者
を
孤
立
さ
せ
ず
、
社

会
的
自
立
を
促
す
こ
の
事
業

で
あ
る
が
、
本
市
で
の
導
入

の
可
能
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

本
市
に
お
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
相
談
内
容
に
応
じ

た
担
当
部
署
が
対
応
し
て
い

る
。
ま
た
、
地
域
福
祉
交
流

プ
ラ
ザ
や
地
域
で
居
場
所
支

援
を
実
施
し
て
い
る
。

３
件
目

　
　

令
和
７
年
度
全
国
学
力

テ
ス
ト
の
結
果
、
宮
城
県
は

全
科
目
中
、
中
学
校
で
数
学
、

小
学
校
で
全
科
目
が
全
国
平

均
を
下
回
っ
た
と
８
月
５
日

県
教
委
か
ら
公
表
さ
れ
た
。

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

学
力
調
査
官
を
招
き
、

教
員
を
対
象
に
し
た
授
業
づ

く
り
研
修
会
を
実
施
。
ま
た
、

学
力
向
上
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
が
指
導
助
言
を

行
っ
て
い
る
。
関
係
機
関
と

の
協
議
を
行
う
な
ど
の
研
究

を
行
っ
て
い
る
。

答問答

事
業
で
あ
り
、
20
周
年
議
会

史
の
編
纂
方
針
が
決
定
さ
れ

た
際
は
、
必
要
と
な
る
予
算

に
つ
い
て
は
計
上
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

２
件
目

　
　

先
般
、
大
田
区
子
ど
も

・
若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

事
業
の
取
組
に
つ
い
て
学
ん

で
き
た
。
子
ど
も
・
若
者
の

あ
ら
ゆ
る
悩
み
が
相
談
で
き

る
体
制
と
施
設
が
整
備
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
家
で
も
学
校

で
も
な
い
第
３
の
居
場
所
も

問

１
件
目

　
　

議
会
20
年
史
の
編
纂
を

す
る
に
は
、
予
算
付
け
が
必

要
に
な
る
が
、
市
長
の
見
解

を
伺
う
。

　
　

議
会
史
編
纂
は
、
市
民

の
代
表
で
あ
る
議
会
の
歩
み

を
記
録
し
、
こ
れ
を
後
世
に

伝
え
る
大
変
に
意
義
の
あ
る

問答

市
制
施
行
20
周
年
議
会
史
へ
の
予
算
は

問
答
必
要
と
な
る
予
算
は
計
上
し
た
い

▲議会史編纂の推進を！

１件目　市制施行 20周年の議会史への予算付け
　　　　はいかに
２件目　子ども・若者支援策について
３件目　小・中学校の学力低下対策を問う

福田　敬一 議員

夏
ま
つ
り・航
空
祭
に
つ
い
て

２
件
目

　
　

夏
ま
つ
り
・
航
空
祭
に

お
け
る
市
内
の
経
済
効
果
は

い
か
に
。

　
　

２
日
間
の
来
場
者
数
か

ら
経
済
効
果
は
お
よ
そ
２
億

２
千
万
円
と
試
算
さ
れ
る
。

　
　

夏
ま
つ
り
・
航
空
祭
に

自
治
体
と
し
て
の
関
わ
り
方

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

補
助
金
の
交
付
、
駐
車

場
設
置
や
清
掃
、
関
係
団
体

と
の
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

　
　

自
治
体
と
し
て
考
え
る

問答問答問

問
題
点
、
改
善
点
、
対
策
は
。

　
　

熱
中
症
、
移
動
手
段
、

道
路
渋
滞
等
の
問
題
点
が
あ

り
関
係
機
関
等
へ
の
要
望
、

協
議
等
を
行
っ
て
い
く
。

　
　

子
供
た
ち
の
思
い
出
を

作
る
大
事
な
場
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
心

を
も
ち
、
思
い
出
を
作
る
場

を
提
供
し
て
い
く
。
ま
た
、

子
供
た
ち
の
活
躍
を
通
し
て

市
民
の
元
気
や
笑
顔
に
つ
な

げ
て
い
く
。

答問答

１
件
目

　
　

Ｃ
Ｆ
型
ふ
る
さ
と
納
税

達
成
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

達
成
率
は
目
標
額
の
73

％
と
な
り
、
ほ
ぼ
達
成
で
き

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
費
用

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

設
置
費
８
百
万
円
、
輸

送
費
６
百
万
円
、
そ
の
他
銘

板
、
諸
経
費
と
考
え
て
い
る
。

　
　

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
展

示
に
よ
る
道
の
駅
来
客
・
売

上
増
加
見
込
み
に
つ
い
て
。

答　

セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
に

つ
な
が
り
、
来
場
者
・
売
上

額
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　

道
の
駅
来
場
者
を
市
内

各
所
の
経
済
活
性
化
に
つ
な

げ
る
構
想
を
伺
う
。

　
　

来
場
者
に
市
内
周
遊
を

促
す
情
報
発
信
、
紹
介
を
行

っ
て
い
く
。

問答問答問答問答

▲航空祭来場者の様子

本
市
の
魅
力
を
最
大
限
に
発
信
す
る
も
の

問
答

１件目　ブルーインパルス退役機設置について
２件目　東松島夏まつり及び松島基地航空祭に
　　　　ついて

12

14 議員が市政をただす※質問した議員は責任をもって原稿（写真を含む）を作成しています。
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本市の産業振興について議会報告を行った
千葉修一総務産業建設常任委員長

　令和７年７月３日に本市の友好姉妹都市である北海道更別村に、表敬訪問を
行いました。表敬訪問後は更別村の視察として、「ロボトラ試乗・ドローン見学」
「十勝インターナショナルスピードウェイ」「道の駅さらべつ」「福祉の里総合
センター」を視察しました。
　今後とも、互いに協力し合いながら、より一層の交流の発展を図ってまいり
ます。

　令和７年 10月 28日に東松島市商工会との懇談会が開催されました。東松島
市商工会より本市の地域経済構造と景気動向について講演をいただきました。
　市議会からは、本市の産業振興について議会報告をいたしました。本市の地域
経済の現状や課題、今後の展望について貴重なご意見をいただきました。今回い
ただいた意見等は、今後の市政への提言等に活かしてまいります。

東松島市商工会との懇談会

友好姉妹都市北海道更別村を
表敬訪問しました

議会活動
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東名長浜地区のアサリ漁場

赤井地区中江川

上下堤・川下地区の排水機場及び排水路

議会活動 市と市議会が 共同で宮城県へ要望を行いました

　令和７年７月２９日に農林水産業及び観光分野に関する要望書を宮城県に提出しま
した。
　ほ場整備事業の推進、排水機場及び農業用排水路の早期整備、アサリ漁場の再生及
び水産業の持続安定対策等の課題解決に向け現地調査を行い、具体的な対応を提案し
ました。

東日本大震災で地盤沈下した東名長浜
地区のアサリ漁場の拡大と再生につい
て要望しました。

赤井地域の湛水被害を解消するため、
中江川の提体整備と上区排水機場の早
期完成を要望しました。

水田や幹線道路の冠水による影響が出
ないよう排水路及び排水機場の整備の
早期着工を要望しました。

県立都市公園矢本海浜緑地に、日除け
施設であるパーゴラ等の増設のほか、
小学校低学年用及び高学年用の遊具の
更なる整備を要望しました。

女川原子力発電所災害時の避難退域時
検査場所に指定されている鷹来の森運
動公園への混雑防止のため、車道片側
２車線への早期拡幅整備を要望しまし
た。

貴重な生態系を保持する野蒜洲崎湿地
の水質が悪化しているため、改善につ
ながる対策を講じてもらうよう要望し
ました。

　令和７年７月１４日に宮城県土木部所管事項に関する要望書を宮城県に提出しまし
た。
　港湾等に対して３件、土木等に対して１１件、計１４件の要望をいたしました。
　矢本海浜緑地公園の施設内容の充実、一級河川堤川の改修及び排水機場の整備、市
内道路及び交差点の安全確保、海岸の維持整備等の課題解決に向け現地調査を行い、
具体的な対応を提案しました。

東松島市の農林水産業等の振興に関する要望会

７月２９日

宮城県土木部所管事項に関する要望会

７月１４日

県立都市公園矢本海浜緑地

大塩小野停車場線（鷹来の森運動公園へのアクセス道路）

野蒜洲崎湿地
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東名長浜地区のアサリ漁場

赤井地区中江川

上下堤・川下地区の排水機場及び排水路

議会活動 市と市議会が 共同で宮城県へ要望を行いました

　令和７年７月２９日に農林水産業及び観光分野に関する要望書を宮城県に提出しま
した。
　ほ場整備事業の推進、排水機場及び農業用排水路の早期整備、アサリ漁場の再生及
び水産業の持続安定対策等の課題解決に向け現地調査を行い、具体的な対応を提案し
ました。

東日本大震災で地盤沈下した東名長浜
地区のアサリ漁場の拡大と再生につい
て要望しました。

赤井地域の湛水被害を解消するため、
中江川の提体整備と上区排水機場の早
期完成を要望しました。

水田や幹線道路の冠水による影響が出
ないよう排水路及び排水機場の整備の
早期着工を要望しました。

県立都市公園矢本海浜緑地に、日除け
施設であるパーゴラ等の増設のほか、
小学校低学年用及び高学年用の遊具の
更なる整備を要望しました。

女川原子力発電所災害時の避難退域時
検査場所に指定されている鷹来の森運
動公園への混雑防止のため、車道片側
２車線への早期拡幅整備を要望しまし
た。

貴重な生態系を保持する野蒜洲崎湿地
の水質が悪化しているため、改善につ
ながる対策を講じてもらうよう要望し
ました。

　令和７年７月１４日に宮城県土木部所管事項に関する要望書を宮城県に提出しまし
た。
　港湾等に対して３件、土木等に対して１１件、計１４件の要望をいたしました。
　矢本海浜緑地公園の施設内容の充実、一級河川堤川の改修及び排水機場の整備、市
内道路及び交差点の安全確保、海岸の維持整備等の課題解決に向け現地調査を行い、
具体的な対応を提案しました。

東松島市の農林水産業等の振興に関する要望会

７月２９日

宮城県土木部所管事項に関する要望会

７月１４日

県立都市公園矢本海浜緑地

大塩小野停車場線（鷹来の森運動公園へのアクセス道路）

野蒜洲崎湿地
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９
月
は
決
算
議
会
で
す
。

　

議
会
に
よ
る
決
算
審
査
で

は
、
議
会
が
承
認
し
た
予
算

が
そ
の
通
り
に
執
行
さ
れ
て

い
る
か
、
効
果
的
に
使
わ
れ

て
い
る
か
、
そ
し
て
次
の
世

代
に
ツ
ケ
を
回
し
て
い
な
い

か
な
ど
を
確
認
し
ま
す
。

　

決
算
を
認
定
す
る
こ
と
で
、

議
会
と
し
て
の
責
任
が
備
わ

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
の
審
査
意
見
や
留

意
事
項
を
次
年
度
の
施
策
に

活
か
し
、
さ
ら
に
活
か
さ
れ

た
か
を
評
価
・
検
証
し
て
い

く　
　

そ
の
サ
イ
ク
ル
が
重

要
で
す
。

　

つ
ま
り
、
当
然
の
こ
と
な

が
ら
「
や
り
っ
ぱ
な
し
に
し

な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
広
報
を
通
じ
て
、
市

民
の
皆
様
に
議
会
の
取
組
や

思
い
が
伝
わ
り
、
ま
た
広
聴

（
広
く
意
見
を
聞
く
）
機
能

の
充
実
に
も
つ
な
が
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。
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議会だよりをお読みい
ただいた感想やご意見
を、ぜひお聞かせ下さい。
●アドレス
h - g i k a i @ c i t y .
higashimatsushima.
miyagi.jp

環境に配慮し再生紙を
使用しています

令和 7年
  6 月 25日　�東松島市優良工事表彰式、東松島市自衛隊家

族会総会
　　　26日　�富山県立山町議会視察来庁、東松島市職員Ｏ

Ｂ会定期総会
　　　27日　探究と協同の学び充実研修会
　　　29日　第 18回東松島市野球協会長杯野球大会
　　　30日　図書館リニューアルオープンセレモニー
  7 月   1 日　�青森県青森市議会視察来庁、人口減少対策特

別委員会
 3 日～ 4日　友好姉妹都市北海道更別村訪問
　　　  4 日　�北方領土返還要求県民フォーラム及び宮城県

民会議総会
　　　  6 日　�野蒜海岸、月浜海岸及び大浜海岸ビーチク

リーン活動
　　　  7 日　石巻・酒田間地域連携軸強化促進協議会総会
　　　10日　第 20回「少年の主張」東松島市大会
　　　11日　�新人議員等女川原子力発電所視察、石巻・新

庄地域高規格道路建設促進期成同盟会総会、東
松島市認定農業者連絡協議会通常総会及び交流
会

　　　14日　�宮城県土木部所管事項に関する要望会、宮城
県港湾整備促進大会

　　　16日　�みそら工業団地協議会納涼会、会派代表者会
議

　　　17日　民生教育常任委員会
　　　18日　基地対策特別委員会
　　　19日　月浜海水浴場安全祈願祭及び海開き式
　　　23日　特別名勝松島をきれいにする会定時総会
　　　24日　人口減少対策特別委員会
　　　25日　北海道登別市議会視察来庁

　　　27日　東北方面隊音楽隊によるコンサート
　　　29日　農林水産業等の振興に関する要望会
  8 月   2 日　�浦和学院旗・毎日興業杯争奪U-12東松島サッ

カーフェスティバル、TOMODACHI Kibou 
for L.A. Program 歓迎夕食会

　　　  6 日　茨城県つくば市議会視察来庁
　　　  7 日　東松島市漁業振興協議会総会及び懇親会
　　　  8 日　�上下堤・川下地区基盤整備事業安全祈願祭、
　　　　　　　“海と大地”子ども交流事業2025歓迎式
　　　  9 日　�　“海と大地”　子ども交流事業 2025 歓迎レセ
　　　　　　　プション
　　　11 日　　“海と大地”　子ども交流事業 2025 お別れ式
　　　12日　民生教育常任委員会
　　　13日　上区区民夏祭り
　　　14日　あおい地区夏まつり
　　　16日　東松島市鳴瀬流灯花火大会
　　　18日　�みちのくウエストライン建設促進沿線市町村

議会連携会議総会
　　　20日　�東松島市戦没者追悼式、仙石線整備促進期成

同盟会及び古川・女川間鉄道整備促進期成同盟
会理事会・総会

　　　22日　議会運営委員会
　　　23日　往還地区こども夏まつり
　　　25日　人口減少対策特別委員会
　　　30日　東松島夏まつり 2025セレモニー
  9 月   3 日　�石巻・新庄地域高規格道路建設促進期成同盟

会要望会
　　　  5 日　議会運営委員会
　　　  7 日　�東松島市長杯野球大会、まるごと大曲ふれ愛

まつり

議会運営および活動状況

東松島市議会
Facebook情報発信中！

いいね！ して
フォローお願いします !

次回の定例会は
12月9日㈫〜
午前１０時開会
※日程は変更となる場合があります。
※感染症等の状況により傍聴を制限
　する場合があります。
　詳しくは市議会ＨＰをご覧ください。

会期日程は
こちら！
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